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0＝蛇遣ひ座の北東岸を洗ふ銀河
澤がある如く感ぜられる等，色合及びその感じは種々様々に見られるもので，
實感をそのまs記せばよいのである・時に齪壷中に色の攣化を認める揚合も
あり注意を要する・
　愛動及び溝長　攣動とは外形が全部或は部分的に，短時間内に攣化するこ
とで，清長は明るさの彊さの同様な墾化をいふのである．各々山猫に，又相
件って起るもので，著し〉・磁化のあった適合は，時刻と共にスケッチし詳細
を記録すべきである．鹸化がリズミカ1レな揚合には，その週期曲線を求めて
みるのも面白V・試みであらう．攣動，潰長は太陽黒鮎との關扁虻問題志せら
れ，甚だ重要である故に深く注意すべき事項である。
　最後に大虚の地質線及び遊星あればそれを星圖に加へてをく．
　スケッチは面諭時には鉛筆にて急く描き，記録事項は星圃の歯内或は控ノ
1トに記し，後に整理清書するか，或はスケッチには一組專三星圓を設けて
置き，度々潰して用ふるも一法である．要するに観測に當っては，先入観念
を極力避け，見えてみる野卑ありのまNをその通りに記録すればよいのであ
って，特に明るさの消長等，しばらく他へ眼を移して再び見た揚合に鍵化し
た如く見誤り勝ちなものであり，愼重に事實を確めた後攣化を記録すべきで
ある、
　槻測は一般の揚合，成可く好時刻に短時閥行ふのであるけれど，特に日渡
後よb開始し，薄明との關係を究め，又，黄道光の時間的推移を記録するた
めに長時間観測をなすこと，特に宵より始めて翌曉に及ぶ東西爾天にわたる
連績長時間観測を，同一入にて適當の時期に逮行ずるは，甚だ興深く又債値
132 黄道光の襯測入門 天界178
多かるべく，山本傅士は最も望ましきことN云はれる・
光度計，色廣計，爲薩
　肉眼観測の他に，光度計（Photometer），色度計（Colorimeter），爲翼等によ
る観測がある．光度計には，小板を豆ランプにて照し，測定せんとする空と
封照する簡軍な原理に依るもの（ホ博士の面光度計に就v・て後日述べだいと
思ふ）より，近來著しく襲召した光電管を使用するもの等があるけれども・何
れもその取扱ひ観測値の整理には胆嚢專門知識を要することであり，吾々エ
マチユア1の窺ひ知らざる所なれば，これ位に止めさせて頂き，北海道の下
保氏が自作の光度計，色度計により熱心なる観測を進められつNあり，文九
州の坂元氏が先年水晶球にて爲眞撮影に苦心された由を記して此の社撰な一
文を終りたいと思ふ・願はくは諸先生の御教導を賜らんことを．
　観測を試みんとする方は荒木健免氏のL黄道光観測法コを必讃され無い．
　尚，不審の難は直接小生宛お問合せありたし・　（昭和十年十工月二十四日記）
　　新刊紹介灘羅・」僻二郎購r流星の研究』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　全338頁　　桓白話版　　￥2・50
　小謡孝二心掛は我が國の天文家の中でも終始只流星の観測と其の籔理計算
のみに多年没頭してゐられる珍らしい専門家である、從って同氏が今同著作
された此の書物は，氏の豊富なる経験と學識とが織り込まれてあるものとし
て，眞に樺威ある書物である．現在，流星観測に從事する人々も，將來此の
方面を究めやうとする人々も，又，流星の祠i秘的な現象を通じて宇宙の眞相
に濁れやうとする入々も，是非此の書をツまねばならない．此の書には流星
と斗星に潤するあらゆる事解と學理とが記載してあるから，又，一般の天文
學研究者も必ず坐右に備へて置くべきものと思ふ．とにかく，流星に擁する
優れたハンド。ブックとして我が國の文獣界に貴重な一書が加はつたことを
喜ばしく思ふ．謙れが英語や濁逸語に課されれば，外郎の天文家たちも亦こ
の書によって敷へられる断は多v・に違ひなv・．實際，流星の專問書とv・ふも
のは，今は未だ何所の國にも殆んど無いのだから．（山th一”溜）
　　◎L流星の研究「1杢會塗員1哩字劃凱底御取次ぎ致します
　　　　御申込みは東亜天文協會へ
